
令和５年度後期 保護者アンケート要望などについて 

いただいた意見・要望は全ての職員で共有し、各学年、各部で検討をさせて頂きました。 

１．学習に関すること 

・授業の工夫について（わかる､楽しい授業づくり） 

・学習､教室環境のユニバーサルデザインについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．学校生活に関すること 

・部活時の開始時刻について 

・自家用車による送迎場所について 

・学習規律について 

 

 

 

 

 

 

・中学校におきましても､子どもたちの学びは日々多様化しています。主体的で､対話的

な､深い学びを構築すべく職員一丸となり授業改善に努めております。一人一台端末を日

常的に､かつ多角的に活用することにより､色々な成果がみられるようになりました。デジ

タル教科書の導入により､数学の平面や立体の図形をスクリーン上で動かすことでその図

形を体感できたり､英語科では教科書の登場人物と会話の練習を自分の好みの速度で練習

する実践もおこなっております。また､アプリを用いて授業と宿題､家庭学習を結びつける

こと､自分の生活リズムに関する情報を蓄積・分析することも可能となっています。 

 今後さらに､この ICT の活用が一人ひとりのより良い学びにつながるよう､近隣小学校と

の連携も深めながら研修していく所存です。新しい試みなので､保護者のみなさまのご感

想やアイデアなどもお待ちしております。 

 

・教科書や資料の扱いも含め､授業で用いるプリントや各種テスト､教室内の掲示物など､

一人ひとりの子どもたちにわかりやすいものを提供するために､本校職員はユニバーサル

デザインの研修を行っています。例えば､プリントの字体や大きさ､板書のチョークの色､

教室の掲示物のルールなどの共通事項を 4月のスタートに全職員で確認しております。ぜ

ひ､参観日などの機会には教室環境にも着目していただけると幸いです。 

・休日の部活動につきましては､１日を３分割して行っています。毎週同じ時間帯になら

ないように調整しておりますので、ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 

・スクールゾーンの時間帯（7:30～8:30 13:00～16:00）に、けがや体調不良などで

送迎をしなければならない場合は、体育館玄関の利用をお願いしております。今後も、学

校だより、ホームページ等で、安全に登下校できるよう呼びかけていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．その他項目 

・アンケートの内容・実施に関して 

・各種面談の回数について 

・花園小学校以外の学校との連携について 

・吹奏楽部全国大会参加について（クラウドファンディングの活用方法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アンケートへのご理解、ご協力ありがとうございました。いただいたご意見・ご要望は全職員で共有、議論

し、今後の教育活動に生かしていきます。また、たくさんの励ましの言葉ありがとうございました。 

・今年度より保護者アンケートの様式を一新し､生徒のタブレット端末での返答等ご協力

いただきました。１年生の保護者向けの項目に関して､２､３年生保護者も返答しなけれ

ばエラーが発生する構造となっておりました。誠に失礼いたしました。今後とも､より学

校運営に生かされる､わかりやすいアンケートが作成できるよう努めますのでご協力願い

ます。 

 

・年間行事の中で面談の回数を増やすことは現状難しいと考えています。何か疑問点や

相談したいこと等ありましたら、いつでも学校までご連絡いただければと思います。 

 

・小樽市では校区内の小中学校が一貫教育を行うよう、小学校と中学校が連携を深める

業務を推進しております。本校は基本的に花園小学校との連携を推進しておりますが、

その情報は近隣の小中学校にも発信していますし、各校区が推進する内容、取り組みも

似てきているのが現状ですが、ご意見いただいたように、近隣の小学校との連携をこれ

まで以上に推進していきます。 

 

・吹奏楽部の協賛募集にたくさんのご協力をいただきありがとうございます。ご意見い

ただいた点を考慮しながら、より分かりやすい形で保護者・地域に内容等お伝えできる

よう工夫していきたいと思います。 

 

 

 

・学習規律（チャイム着席、授業中の私語、立ち歩き、姿勢など）につきましては、今

後も職員全体の共通理解のもと、粘り強く指導していきます。ＴＴ（複数）指導や支援

員の配置、朝・帰りの会に職員の複数配置をすることで、話を聞く姿勢が整い､集中力が

高まってきています。また、職員の廊下での見守りも継続することで、授業と休み時間

の切り替えができるようになっています。今後も、学年・学校によるチームでの対応を

心がけ、教科指導、生徒指導を充実させていきます。 

 学校は一人ひとりが安心・安全に過ごせる場でなくてはなりません。多感な中学時代

ですので、日々様々な問題が起こっていますが、今後も生徒指導部を中心に、学級や担

任による差異がないように、学年・学校がチームとなり、一人ひとりの生徒に寄り添う

生徒指導を進めていきます。 


